
平成 19 年 7 月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・
性別 ②保護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、5 月 30 日（金）までに市広報広聴課へ。アイドル大募集

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました わが家 ドのアイ ル

永
な が い

井　歩
あ ゆ た

太 くん
５月 1 日生（門井）

大
おおうち

内　朔
さ く と

空 くん
５月 2 日生（西方）

高
たかしま

嶋　心
こ こ な

絆 ちゃん
５月 4 日生（笹塚）

伊
い ざ わ

沢　奏
そ う ご

冴 くん
５月 5 日生（女方）

長
な が つ

津　藍
あ い と

斗 くん
５月5日生（関本中）

池
い け だ

田　祁
き な

央 ちゃん
５月 7 日生（市野辺）

新
あ ら い

井　里
り な

奈 ちゃん
５月 8 日生（海老ヶ島）

中
なかじま

島　輝
ひかる

 くん
５月 8 日生（榎生）

今
い ま い

井　琢
た く ま

磨 くん
５月 11 日生（小栗）

高
たかはし

橋　凛
りん

 ちゃん
５月 11 日生（稲野辺）

藤
ふじぬま

沼　諒
りょう

 くん
５月13日生（南町）

坂
さかもと

本　頼
ら い き

暉 くん
５月 16 日生（下中山）

 辻
つじ

　允
ま こ と

人 くん
５月 16 日生（田中町）

森
もり

　颯
は や と

音 くん
５月 16 日生（藤ヶ谷）

梅
うめやま

山　颯
そ う ま

馬 くん
５月 17 日生（伊讃美）

吉
よ し だ

田　宗
そ う ま

眞 くん
５月 17 日生（村田）

倉
くらもち

持　莉
り こ

子 ちゃん
５月 19 日生（関本分中）

森
もりさき

﨑　優
ゆ う た

太 くん
５月 19 日生（海老ヶ島）

金
かなざわ

澤　美
み づ き

月 ちゃん
５月 20 日生（女方）

伊
い と う

藤　慧
け い と

人 くん
５月 21 日生（門井）

稲
い な げ

毛　遥
は る と

斗 くん
５月 21 日生（海老ヶ島）

谷
や な か

中　咲
さ つ き

月 ちゃん
５月 22 日生（小川）

篠
しのざき

﨑　智
と も や

也 くん
５月 23 日生（大塚）

金
か ね こ

子　泰
た い ち

知 くん
５月 24 日生（木戸）

水
みずこし

越　玲
れ い や

弥 くん
５月 24 日生（下江連）

水
み ず い

井　隆
りゅうすけ

介 くん
５月 24 日生（直井）
水
み ず い

井　健
けんすけ

介 くん
５月 24 日生（直井）

和
わ く

久　琴
こ と ね

音 ちゃん
５月 24 日生（女方）

舘
たち

　一
い ぶ き

颯  くん
５月29日生（市野辺）

中
な か い

井　維
ゆ い や

哉  くん
５月 30 日生（野殿）
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全クラス個別指導（小３〜高３）

お申し込み・お問い合わせ……

入塾受付中！　　　　　ヒロミ塾では一人ひとりがのびのびと学習できる環境と指導を提供しています。

学ぶことの大切さを伝えたい▶第１回茨城統一テスト（６月）中学２年生、３年生
志望校４校判定・受験料 2,500 円・受付５月 31 日（土）まで
塾外生も受験できます。実施日や出題内容についてはお問い合わせください。

▶「準２級英検講座」実施中
土曜日５時 30 分〜７時　月 8,000 円
塾外生も受講できます。

▶小学生クラスでは「８月、11月、２月」（年３回）の学力
　テストをめざし、その単元事項を計画的に学びます。学習
　内容は学校の授業に対応しています。体験学習のご希望も承ります。

全クラス
90分授業

１クラス
１〜３名

ハウジングパーク筑西

東陽商工

西方郵便局

下館工業高校

セブンイレブン

セブンイレブン

そば処田澤 立て看板■

玉戸工業団地

国道50号



た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
市
内
20
の
小
学
校
の
新
入

生
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

■
元
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
長

　

大お
お
ど
ま
り
の
ぶ
お

泊
信
雄
前
教
育

長
の
退
任
に
伴
い
、

４
月
１
日
、
水み
ず
こ
し
か
ず

越
和

夫お

氏
（
63
歳
）
が
新

教
育
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
水
越
氏
は
、
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
に

38
年
間
勤
務
し
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
長
、

下
館
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
17
年
に
は

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員
な
ど
を
務

め
、
平
成
18
年
７
月
に
は
筑
西
市
教
育
委
員
に

就
任
し
て
い
ま
す
。

■
常
陽
銀
行
下
館
支
店
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ

う
に
と
、
４
月
４
日
、
常
陽
銀
行
下
館
支
店

（
押お
し

田だ

繁し
げ
る

支
店
長
）
か
ら
市
へ
、
防
犯
ブ
ザ
ー

１
１
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

■
平
成
19
年
度
交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者

　

地
域
に
お
い
て
交
通
安
全
を
積
極
的
に
実
践

し
、交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
人
た
ち
に
、

１
月
25
日
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
西
市
か
ら
は
、
武た
け

井い

み
ね
子こ

さ
ん
（
海
老

ケ
島
）、
池い
け

田だ

正ま
さ

男お

さ
ん
（
樋
口
）、
飯い

い
む
ら
よ
し

村
佳
子こ

さ
ん
（
門
井
）、
高た

か
や
ま
の
ぶ

山
伸
代よ

さ
ん
（
女
方
）、
藤ふ

じ

沼ぬ
ま
の
り徳
子こ

さ
ん
（
田
宿
）、大お

お
も
り森
サ
ト
子こ

さ
ん
（
樋

口
）
が
、
交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
６
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
交
通
安
全
運
動
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
率
先
し
て
参
加
し
、
地
域
住
民
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市 政 ニ ュ ー ス

６
人
に
県
知
事
感
謝
状

新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

▲３月 11 日、筑西市役所に受賞の報告に訪れたみなさん。
（写真左から、古宇田副市長、武井さん、池田さん、飯村さん、
高山さん、大森さん）

新
教
育
長
に
水
越
和
夫
氏

▲冨山市長へ防犯ブザーの目録を手
渡す押田支店長（写真右）

■市は、行政サービス向上のために組織を見直し、４月
１日から一部を変更しました。

▼建設部と都市整備部を統合し、「土木部」を創設

▼健康保険事業の推進のため、「健康増進部」を創設

▼保健福祉部内の業務を見直し、「福祉部」へ呼称変更

▼企画課内に市民協働推進グループを新設

▼市税等の収税対策強化のため、これまでの３係を４グ
　ループ（管理グループ・収税グループ・滞納整理グルー
　プ・滞納処分グループ）に再編

▼健康増進センター内各課を事業ごとに、保健総務課、
　健康づくり課、予防健診課、保健施設課に改編

▼区画整理課を廃止し、まちづくり課内の１グループに
　改編

▼各支所に配置していた会計課分室の廃止

▼上下水道部内の庶務的業務を、下水道業務課と水道業
　務課に再編

▼職員減への対応および横断的な組織とするため、全体
　として、原則２係を１グループに統合

＊組織・機構の見直し＊

＊主な組織の新設・改編＊

４月から市の組織を一部変更しました。
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まちのわだい

　

３
月
23
日
か
ら
４
月
11
日
ま
で
、

ア
ル
テ
リ
オ
１
階
の
カ
フ
ェ
・
ブ

リ
ー
ズ
で
、「
第
３
回
一
陽
会
や
き

も
の
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
一
陽
会
の
メ
ン
バ
ー
12
人

が
楽
し
ん
で
造
っ
た
と
い
う
皿
や
花

器
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約
２
５

０
点
が
展
示
。
訪
れ
た
人
は
、
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
に
「
と
て
も

き
れ
い
な
色
」「
こ
ん
な
素
敵
な
作

品
が
作
れ
る
な
ん
て
」
な
ど
と
感
心

し
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
陽
会
は
、
丸ま
る
や
ま
よ
う

山
陽
子こ

さ
ん
（
大

関
）
が
市
内
の
女
性
を
対
象
に
10
年

前
か
ら
主
宰
す
る
陶
芸
教
室
。
丸
山

さ
ん
は
「
新
鮮
で
自
由
な
発
想
の
作

品
を
、
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

主婦の力作 250 点を展示
第３回一陽会やきもの展

▼

宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
タ
イ
プ
ア
ー
ト

展
を
開
い
た
渡わ
た

辺な
べ

良よ
し

子こ

さ
ん
（
右
）

　

障
害
の
あ
る
渡
辺
さ
ん
は
唯
一
自

由
に
動
く
足
の
指
で
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
を
打
っ
て
絵
を
描
い
て
い
ま

す
。
会
場
に
は
１
９
８
３
年
に
初
め

て
描
い
た
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
か
ら

最
新
の
大
作
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
・
タ
ワ
ー
オ
ブ
テ
ラ
ー
」（
写

真
）
な
ど
、
作
品
１
１
２
点
を
４
月

２
日
か
ら
６
日
ま
で
展
示
し
、
期
間

中
９
０
０
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
現
在
、
新
し
い

作
品
に
向
け
て
制
作
に
励
ん
で
お

り
、
２
０
０
作
目
の
テ
ー
マ
は
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
、「
ア
ル

テ
リ
オ
で
作
品
展
を
開
き
た
い
」
と

意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

県外で初めての個展
渡辺良子さん、25年間の作品112点を展示

▲アイディアあふれる作品が訪れる人の目を楽しませてくれました。

　

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
の
み
な
さ

ん
と
交
流
を
図
ろ
う
と
、４
月
６
日
、

筑
西
市
国
際
交
流
協
会
（
仁に
へ
い
ま
さ
み

平
正
巳

会
長
）
主
催
に
よ
る
、
第
15
回
お
花

見
国
際
交
流
会
が
明
野
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
会
場
に

は
、
市
内
や
近
隣
市
町
村
に
住
む
外

国
人
の
み
な
さ
ん
約
４
０
０
人
が
参

加
し
、
日
本
の
美
し
い
春
を
満
喫
し

ま
し
た
。
会
場
で
は
日
本
人
の
会
員

に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
や
焼
き
鳥
な
ど

日
本
の
味
を
紹
介
。
外
国
人
会
員
か

ら
は
各
国
の
珍
し
い
料
理
や
民
族
舞

踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
色
豊
か
な
会
場
に
は
、
地
球

市
民
の
心
の
交
流
が
図
ら
れ
、
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

満開の桜の下で心の交流
第15回お花見国際交流会が賑やかに
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洋
画
家
・
早は

や
か
わ川
義ぎ

孝こ
う

先
生
か
ら
、

し
も
だ
て
美
術
館
へ
12
点
、
市
内
の

中
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
各
施
設
へ

13
点
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
し
も
だ
て

美
術
館
で
昨
年
12
月
22
日
か
ら
今
年

３
月
２
日
ま
で
開
催
し
た
『
―
郷
愁

と
幻
想
―　

早
川
義
孝
展
』
の
た
め

に
描
き
下
ろ
し
た
作
品
で
、
筑
西
市

の
風
景
に
詩
を
添
え
た
水
彩
画
「
筑

西
八
景
連
作
」
や
「
―
郷
愁
と
幻
想

―
詩
想
画
連
作
」
な
ど
で
す
。

　

早
川
先
生
は
、「
筑
西
市
の
素
晴

ら
し
い
自
然
や
市
民
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
展
覧
会
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
が
何
ら
か
の

架
け
橋
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美しい筑西を描いた作品を市民へ
早川義孝先生から作品25点が寄贈

　

３
月
22
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
、
下
館
地
区
文
化
協
議
会
主

催
の
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
河こ
う

野の

通
と
お
る

先
生
（
80
歳
）
が
宮
沢
賢
治
の
作
品

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

河
野
先
生
は
現
在
、
各
地
で
宮
沢

賢
治
の
語
り
部
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
日
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歌
を
披
露
。
そ
の

後
、「
ざ
し
き
童
子
の
は
な
し
」「
注

文
の
多
い
料
理
店
」「
よ
だ
か
の
星
」

を
身
振
り
手
振
り
を
加
え
な
が
ら
、

情
感
た
っ
ぷ
り
に
語
り
ま
し
た
。
会

場
に
集
ま
っ
た
約
２
４
０
人
の
市
民

は
、
河
野
氏
の
語
り
に
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、
宮
沢

賢
治
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

宮沢賢治の世界を堪能
下館地区文化協議会文化講演会

　

４
月
13
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
ペ
ア
ー
ノ
で
、
第
２
回
筑
西

市
梨
の
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
梨
の
里
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団

体
・
梨り

想そ
う

の
会
（
会
長
＝
横よ

こ
し
ま
ま
さ
と
し

島
正
利

さ
ん
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
筑
波
山
と
梨
の
花
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
散
策
」
を
開
催
。
参
加
者

は
、
ペ
ア
ー
ノ
、
黒
子
駅
、
騰
波
ノ

江
駅
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
梨
の

花
を
眺
め
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
発
表

会
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
チ

ビ
ッ
コ
相
撲
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
が
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

梨の里・筑西を盛り上げよう
第２回筑西市梨の花まつり　

▲下館中学校の関校長に作品を贈呈する早川先生（写真左）
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